
ひかりの園だより

4 月より開設した、
第三静光園「あかり」の正面玄関
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で
は
本
格
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
個
室
の
施
設
は
初
め
て
の
取
組
み

で
す
。
そ
こ
で
建
築
工
事
と
は
別
に
、
介
護
職
員
を
は
じ
め

全
職
員
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
対
す
る
勉
強
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。
と
に
か
く
「
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
や
好
み
を
尊

重
し
、
今
ま
で
の
暮
ら
し
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
ケ
ア
す
る
」

と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
を
理
解
す
る
こ
と
と
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
く
と

い
う
作
業
を
一
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

浜
松
市
内
を
は
じ
め
、
遠
く
は
京
都
の
長
岡
京
市
に
あ
る
施

設
ま
で
、
個
々
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
素
晴
ら
し
い
と
聞
い
た

施
設
は
で
き
る
限
り
見
て
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
介
護
職
員
に
限
ら
ず
、
相
談
員
、
看
護
師
、
ハ
ウ
ス
キ
ー

パ
ー
の
方
ま
で
全
職
員
が
ど
こ
か
し
ら
の
施
設
を
見
て
回
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
私
た
ち
が
た
ど
り

つ
い
た
の
は

『
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
、

暮
ら
し
の
環
境
も
「
み
ん
な
違
っ

て
、
み
ん
な
い
い
」』

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日
、「
第
三
静
光
園
あ
か
り
」

の
竣
工
を
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
祝
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
第
三
静
光
園
の
増
床
に
つ
い
て
具
体
的
に
浜

松
市
と
ご
相
談
を
始
め
て
か
ら
六
年
近
く
の
年
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
し
て
い
ま
し
た
。

　

故
平
野
綾
子
先
生
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
三
十
年
が
経
過
し
、

建
物
や
設
備
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
と
、
介
護
保
険
制

度
の
中
で
は
五
十
人
定
員
の
施
設
は
経
営
が
非
常
に
苦
し
い
と

い
う
こ
と
が
こ
の
増
改
築
計
画
を
考
え
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

何
度
も
何
度
も
浜
松
市
と
の
協
議
を
重
ね
た
末
に
、
市
の
施
設

整
備
計
画
に
対
し
て
二
度
目
の
要
望
書
の
提
出
で
こ
の
計
画
が

採
択
さ
れ
た
の

が
平
成
二
十
五

年
の
で
す
。
も

ち
ろ
ん
増
床
部

分
は
ユ
ニ
ッ
ト

個
室
の
構
造
で

す
。

　

ひ
か
り
の
園
の

高
齢
者
部
門
静

光
園
グ
ル
ー
プ

　

と
い
う

こ
と
で
し

た
。

　

お
手
本

は
一
般
家

庭
に
あ
り

ま
し
た
。

ご
家
庭
で

は
、
い
つ

も
い
つ
も

ご
家
族
が

一
緒
に
行
動
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
時
間
・

空
間
が
大
切
に
さ
れ
る
か
ら
、
家
族
で
一
緒
に
い
る
時
間
も

大
切
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
の
よ
う
に
、
手
を
伸

ば
せ
ば
何
か
に
届
く
環
境
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

施
設
だ
か
ら
と
い
っ
て
極
端
に
広
い
居
住
空
間
で
は
、
歩
く

こ
と
が
大
変
な
入
居
者
の
方
や
認
知
症
の
方
に
と
っ
て
は
不

安
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
種
々
の
法
規

制
が
あ
り
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
狭
さ
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、胸
を
張
っ
て
「
狭
い
で
す
」「
狭
く
て
い
い
ん
で
す
」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ご

家
庭
の
お
部
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
が
違
う
よ
う
に
、
ど
こ

の
ユ
ニ
ッ
ト
も
す
べ
て
同
じ
し
つ
ら
え
や
色
調
で
あ
る
必
要

は
な
く
、
ユ
ニ
ッ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
っ
て
い
い
は

ず
で
す
。
そ
の
よ
う
な
思
い
を
形
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
が
私
た
ち
の
本
当
の
成
果
を
問
わ
れ
る
段
階
で

す
。
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
的
な
意
味
合

第
三
静
光
園竣

工

２３
かわせみをデザインしたステンドグラス。

い
が
強
い
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
発
的
な

思
い
や
り
を
行
動
に
す
る
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
提
供
を
ご

く
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
目
標
で

す
。
そ
れ
が
達
成
で
き
た
時
、
本
当
の
意
味
で
の
「
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
」
の
暮
ら
し
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
静
光
園
園
長　

栗
本
昌
紀

玄関前で、皆さんにっこり。

ご自宅のように洗い場での作業を楽しみます。午後、団欒のひととき。

ユニットリビング「祝田」。
明るい 1階ロビー。

安全性と機能性を追求しました。
玄関を入った応接室にて。

ユニットリビング「百里」。

3月 26日に竣工を祝いました。



真剣に聞き入っています
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ケ
ア
マ
ネ
・
相
談
支
援
専
門
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
　
　

　

ひ
か
り
の
園
が
運
営
す
る
福
祉
事
業
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

「
相
談
援
助
」
と
い
う
仕
事
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
保
険

事
業
で
は
「
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）」
い
わ
ゆ
る

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
が
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
が
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
希
望
を
す
る
か
を
面
接
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
し
て
、
ど
の
よ

う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
を
提
案
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
個
別
支
援
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害
児
支
援
お
よ
び
障
害
者
支
援
で
も
介

護
保
険
制
度
と
同
じ
よ
う
に
、「
相
談
支
援
専
門
員
」
が
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
計
画
作
成
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
か
否
か
を
評
価
す
る
こ

と
を
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
介
護
支
援
専
門

員
や
相
談
支
援
専
門
員
の
大
切
な

仕
事
で
す
。

　
「
相
談
援
助
」
と
い
う
仕
事
は
、

直
接
的
に
介
護
や
生
活
支
援
に
携

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

利
用
者
の
生
活
の
質
を
大
き
く
左

右
す
る
重
要
な
責
任
を
負
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
添
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
た
め
に
は
、
ご
利
用
者
や
家
族

の
思
い
や
願
い
や
本
音
を
十
分
に

引
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
計
画
す
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
相
談
援
助
に
携
わ
る
職
員
は
、
対
人
援
助

の
ス
キ
ル
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
身
に
つ
け
、
た
え

ず
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
か
り
の
園
で
は
、
法
人
で
相
談
援
助
に
携
わ
る
介
護
支
援
専
門

員
や
相
談
支
援
専
門
員
を
対
象
に
、
相
談
援
助
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
た
。
講
師
に
ケ
ア
タ
ウ
ン
研
究
所

の
高
室
成
幸
先
生
を
招
き
、
二
月
十
八
日
と
三
月
二
日
の
二
日
間
を

か
け
て
、
じ
っ
く
り
と
相
談
面
接
の
技
法
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

初
日
の
講
義
で
は
、「
聴
く
」
こ
と
の
基
本
姿
勢
、
質
問
の
組
み

立
て
か
た
、
質
問
の
技
術
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
初
対
面
の
人
で

は
緊
張
し
て
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
、
心
配

事
や
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
話
を
し
た
く
な
く
な
る
、
う
ま
く
伝
わ

ら
な
か
っ
た
り
、
聴
い
て
も
ら
え
て
い
な
い
と
感
じ
る
と
、
ど
う
せ

分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
う
…
そ
の
よ
う
な
ご

利
用
者
や
ご
家
族
は
こ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。「
聴
く
」
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
相
手
の
表
情
や
、
声

の
調
子
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
、
相
手
に
敬
意
を
払
い
、
心
と
耳
を

傾
け
て
い
る
か
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
分
析
力
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
講
師
の
高
室
先
生
は
、「
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ｌ
」
の
視
点
が
大
切
だ
と
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
（activities of daily living

）

と
は
「
日
常
生
活
動
作
」
と
い
う
意
味
で
、
生
活
面

の
自
立
度
や
介
護
度
を
探
る
た
め
に
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
お
い
て
は
重
要
な
質
問
項
目
で
す
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
の

支
援
が
最
終
の
目
標
で
は
な
く
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
に
Ｃ
（Cultural

）
＝
そ

の
人
の
文
化
的
生
活
の
視
点
を
加
え
て
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
楽
し

み
や
心
地
よ
さ
、
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
、
こ
だ
わ
り
な
ど
を
実
現
す

る
た
め
に
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
成
果
を
、
日
々
の
相
談
援
助
の
業
務
に
活
用
し
、
真

に
ご
利
用
者
や
家
族
か
ら
信
頼
さ
れ
る
専
門
職
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
松
協
働
学
舎
企
画
相
談
室
長　

高
木
誠
一

第
二
静
光
園
　
苦
情
・
相
談
等
の
報
告

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日
懇
談
会
よ
り

（
苦
情
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
時
に
外
出
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
受
診
な
ら
嘱
託
医
に
診
て
貰
え
な
い
の
で
す
か
？

（
対
応
）

　
基
本
的
に
は
外
出
は
控
え
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
歯
医
者
や
整

形
外
科
は
、
嘱
託
医
の
専
門
外
で
す
の
で
、
専
門
医
の
受
診
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
な
要
件
で
ご
家
族
と
外
出
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
と
、
説
明
し
て
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

四月一日にスタートしたグループホーム、

コムニオ湖東
ワクワク、新鮮な生活を見せてもらいました！

「ただいま！」

笑顔で帰宅すると、暖かい家庭の雰囲気でお出迎え。

リビングでも

自分の居室でも、

落着けるのが一番！

お話したり、

趣味を楽しんだり。

楽しみなごはんは、

好きなものや食べやすさにも配慮しています。みんなそろって、はいチーズ！

わたしたちコムニオ湖東のことを

応援してくださいね　(^^♪
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この度、念願の
職に就くことが
出来、大変嬉し
い気持ちで胸が
いっぱいです。
楽しい事も辛く
苦しいこともあ
ると思いますが、周りで支えてくださ
る方々と協力し、共に成長していける
よう頑張っていきたいと思います。

ねあらい学園　　中道　彩

私の学園にお
ける夢は、自
身が地域との
架 け 橋 と な
り、一層地域
社会との繋が

りを築いていくことです。毎日笑顔で、
元気一杯で、子供達と関わり、専門職
として信頼される職員となることを目
標に頑張りたいと思います。

ねあらい学園　　鈴木香於里

ご利用者に「こ
の人がいてくれ
て、良かった」
と思って頂ける
ような職員にな
りたいです。そ

のためにも、一人ひとりと十分に関
わりを持ち、相手の気持ちに寄り添
う支援が出来るように、精一杯頑張
ります。

静光園　　長谷川友美

これまでも介護の仕事をしておりま
した。今まで仕事と家庭の両立で毎
日があっと言う間に過ぎてしまいま

したが、私にとっ
ても良い節目を迎
えるので、介護福
祉士の資格を取得
するため、今から
勉強を始めていき
たいと思っていま
す。

第三静光園　　廣瀬奈々

視覚障がいのある方々は、目が見え
ない分、不安な毎日を過ごされてい
ると思います。
そんな不安を少し
でも解消できたら
と思っています。
その為には、視覚
障害や介護の知識
を学び、ご利用者
と楽しく過ごして
いきたいです。

第二静光園　　坪井智恵

ご利用者みな
さん個性的で
す。そんな個
性豊かな人達
のサポートを
する仕事をし
たいと思い入
社しました。信頼される素敵な女性
を目標として日々努力していきたい
です。

浜松協働学舎根洗寮　　江川美沙

介護経験がない
ため、早く信頼
される職員を目
指して、知識と
技術を身に着け
ることはもちろ
んですが、介護
福祉士の資格を取得して、ご利用者
が毎日安心した生活を送っていただ
けるよう頑張りたいと思います。

静光園　　徳井吉造

法人訓に沿った、ご利用者に頼って
いただける、気軽に声を掛けていた
だける職員に
なりたいと思
います。安心
して生活して
いただける空
間造りを心掛
けます。

第三静光園　　松下尚美

私は、ご利用
者に、ユニッ
トケアならで
はの個別ケア
を感じていた
だき、「ここに
いて良かった」
と笑顔でお話ししていただける様に、
寄り添っていきたいです。笑顔を忘
れずにがんばります。

第三静光園　　渡邉匡子

今回この様な
出会い、機会
を与えていた
だいた事に感
謝したいと思
います。今後
は自分自身の
スキルアップ
に努め、日々努力したいと思ってお
ります。

浜松協働学舎根洗寮　　牧　聡子

私は、一人ひとりと向き合い、常に
ご利用者の目線に立てる様な支援員
になりたいと思います。その為に、
日頃からご利用者の
素敵な部分や大切に
していきたい部分を
多く見つけていける
ように努めていきた
いです。

浜松協働学舎根洗寮　　菅島志帆

様々な生活支援や
相談に対し、的確
な行動が取れる判
断力や冷静さを持
ち、ご利用者とそ
の家族の持つ想い

を感じ取れる温かさを兼ね備えた支
援が自然に出来るようになるために、
経験と努力を積み重ねていきます。

青葉の家　　宮下孝輔

「働くということ」は自分の存在意義
にも深く関わってくる大切なことだ
と感じています。めげても、くじけ

ても、楽しい仲間
がいて、ワイワイ
働ける。そんな職
場を作っていきた
いです。

相談支援事業所まど　　鈴木朋美

職場では明るく元気な雰囲気を心掛
け、ご利用者一人ひとりと向き合う
事で、信頼関係を築いていけたらと

思っています。ご
利用者の顔を見る
だけで、その日の
調子がわかるくら
いの関係を築いて
いきます。

工房ゆう　　影山亜古

ご利用者一人ひ
とりの個性を受
け止め、それを生
かす支援ができ
たらと考えてい
ます。コツコツで

きることを積み重ねて大きな目標を
達成できるよう、ご利用者と一緒に
成長していきたいです。

青葉の家　　山口沙織

ご利用者にとって、施設での生活は
ご自身の生活の大部分を占めると思
います。そのような大事な生活の場

をどのようにし
ていくべきかを、
しっかり考えら
れる支援員を目
指していきます。

青葉の家　　山口裕大

20 年程他法人の障
害者支援施設で支援
員をしてきて、縁あ
って相談支援をさせ
て頂く事になりまし
た。私自身、身体障
害者ですので、ご利
用者に近い立場で支援できると思い
ます。そうありたいと思います。

相談支援事業所まど　　鈴木伸幸

平成 27年度入社式および辞令交付式　4月 1日

平成 27年度　永年勤続表彰者
【
十
年
永
年
勤
続
表
彰
】
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平成 26 年度の施設別苦情の件数・種類
◎苦情（要望・提案等を含む）受付状況（H26 年 4月 1日～ H27 年 3月 31 日）

平成２６年度社会福祉法人ひかりの園事業報告（抜粋）
1　理事・評議員会開催状況
　　    ■理事会開催
　　　　	 第１回　平成２６年５月２６日	 	
　　	 	 ・平成２５年度事業報告及び決算について
　　	 	 ・平成２５年度監事監査報告について　他
　	 第２回　平成２６年７月１４日
　　	 	 ・第三静光園増改築事業に係る入札結果及び経過報告について
　　	 	 ・コムニオ湖東建設事業に係る入札結果について　他
　	 第３回　平成２６年１２月１５日
　　	 	 ・平成２６年度補正予算について
　　	 	 ・定期監事監査報告　他
　	 第４回　平成２７年３月２３日
　　	 	 ・平成２７年度事業計画について
　　	 	 ・平成２７年度当初予算について　他
　　	 	 ・役員改選

2　広報活動
　	 「ひかりの園だより　ともに」　
　　　	 	 第６１号　平成２６年　６月２０日発行
　　　	 	 第６２号　平成２６年１２月２０日発行
　	 「ひかりの園ホームページ」
　　　	 	 http://www.hikarinosono.or.jp　　　にて新着情報を随時更新

■評議員会開催
　　第１回　理事会同日に同内容について
　　第２回　理事会同日に同内容について
　　第３回　理事会同日に同内容について
　　第４回　理事会同日に同内容について
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　私が初めて青葉の家に行ったのは４年前でした。イベントはどたばた運動会でした。初めての場所で緊張していた私に、優しく暖かな笑顔
で接してくださったのが、利用者さんと職員さんでした。
　青葉の家の皆さんは、一人ひとりがとても優しく、いつも笑顔で、私たちボランティアと分け隔てなく接してくださいます。そしてその中
にも個性が光っていて素敵な出会いがたくさんあります。特に印象に残っているのは、クリスマス会の時、一通り出し物が終わり、会場を片
付けた後の空き時間です。私はまだ自分から話しかけたり、一緒に何かしたりすることができませんでした。そんな時、小さな赤い車のおもちゃ
を持って、一緒に遊ぼう、と誘ってくださったのです。とても嬉しくて、心がふわっと軽くなるのを感じました。
　ボランティアと関係ないところでも、これからも青葉の家の方と関われればいいと思いました。そして、そこから笑顔の輪が広がっていけ
ばと願っています。

　青葉の家の皆さんとは、どたばた運動会やクリスマス会などで毎年お会いしています。私はボランティアとしてそれらのイベントに参加し
ていますが、どれもとても楽しく、温かい雰囲気だと感じています。特に、どたばた運動会は、私たちが種目の一つを企画しています。毎年、
うまく説明できるか、楽しんでいただけるだろうかと不安に思うときもありますが、皆さんの笑顔を見るとそんな心配は吹き飛びます。私た
ちの方が皆さんから元気をもらっているような気がします。職員の方々も優しく私たちを見守って下さっていて、本当に感謝しています。「楽
しんでね。」という言葉をいただくことが多く、その言葉のおかげで、自然体のままイベントに楽しんで参加することができています。
　私は中学一年生の頃から三年間、部活動を通して青葉の家の皆さんと交流しています。皆さんとの交流の中で、私自身も成長することがで
きました。これからもよろしくお願いします。

　青葉の家は利用者の方も職員の方も明るい施設だと思いました。
　初めて青葉の家のどたばた運動会への参加が決まったとき、私は「自分たちが行う運動会よりも静かな雰囲気で行うのかな。」と想像して
いました。しかし、いざ会場に入ってみると大勢の利用者さんが集まるとてもにぎやかな運動会なんだと驚きました。私の担当したクラスは
静かで人数の少ないクラスでしたが、他のクラスの人たちの競技をしっかり見ていたり、自分のクラスの仲間の応援を一所懸命したりしてい
ました。私はその姿がとても印象深く残っていて、とても楽しくて優しい雰囲気だと感じました。
それは、どたばた運動会だけでなくクリスマス会の時も同じでした。この施設で学んだことを他の施設でも生かしていこうと思っています。

高 2　T・Hさん

中 3　石原実愛さん

ボランティア　浜松日体中高等学校

寄付
小塩報恩会様　
発電機をありがとうございました

ジャンボエンチョー様　
チューリップをありがとうございました

私たち、ひかりの園の職員です。私たち、ひかりの園の職員です。

第三静光園

杉浦由紀子

まど

鈴木宏幸

たっく

高林朋世

　第三静光園で働いています看護師の杉浦由紀子です。とある研修会での偶然？必然？の出
会いがきっかけで第三静光園の看護師になってもうすぐ一年。私がこの一年で感じた第三静
光園のいいところは、スタッフが明るいところ。そして、ご利用者一人ひとりを思う気持ち
にあふれているところです。多職種がそれぞれの立場や専門的な観点から意見を出し、時に
はお互いに意見を譲れず結論が出るまでに時間がかかることもありますが、話し合いを重ね、
連携して、みんなでご利用者の暮らしを支えていることを日々感じています。今はまだ、支
えるより支えていただく事の方が多い私ですが、一日も早く、慣れない私を暖かく見守り笑
顔とトークで癒して下さるご利用者やご家族の皆さん
の支えになれるようになりたいと思います。
　働き始めて一年が過ぎ、趣味のテニスを再開したい
と思い始めた今日この頃。他にも、音楽やイラスト、
楽しいトークでみんなを楽しませる同僚職員の姿を見
て、私もご利用者と一緒に楽しめて、自分の老後の趣
味になるようなことを何か始められたらと探していま
す。お勧めのものがありましたら教えて下さい。
　こんな私ですが、皆さんよろしくお願いしいたしま
す。

　子ども発達センターたっくで、併行通園・毎日通園のグループと各グループの音楽活動を
担当しています。
　日々の療育では、子どもたちの行動の裏にはどんな思いがあるのかを考えて関わることを
大切にしています。子どもたちが活動に
興味を持ってくれたり、「もっとやりた
い！」と思いを表現してくれたときには、
「通じ合えた！」という気持ちになり、
とても嬉しくなります。また音楽活動で
は、ことばで自分の思いを表現すること
が苦手な子も、自分から楽器を叩いたり
積極的に表現しようとする姿がみられ、
新しい発見があります。
これからも、子どもたちの成長や笑顔
をたくさん発見していきたいと思いま
す。
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　ともにをご覧の皆様、こんにちは。鈴木宏幸です。今年の 1月から相談支援事業所まどで
相談支援専門員として働かせていただいています。ひかりの園で働いて早 14 年、やればでき
るといわれ続け早 37 年の月日が流れました。自分にはできないことも周りの助けがあればな
んとかなると知ることができました。お酒が好きです。これからは冷たいビールと枝豆が美
味しい季節です。塩味はきつめが好きです。人間は温かくて優しい人が大好きです。奥さん
は基本とても優しい人です。先輩からボランティアと揶揄されるほどです。基本お酒に呑ま
れた翌朝には、奥様の威圧感に呑まれます。迎え酒のようなものですね。それでも 2人の娘　
とともに 4人幸せに暮らしています。
　35 年のローンを組み、このたびマンション
を買いました。6階です。高所恐怖症ですが、
足下を見ないように暮らしていく覚悟です。
仕事中は足元を大切にして、相談者の方に寄
り添い、ともに歩むことで、微力ながら皆様
が幸せに暮らせるお手伝いができたらと思い
ます。

 

高 1　O・Hさん



　皆さんは街で白い杖（白杖）を持った人を見かけたことがありますか？

白い杖（白杖）
視覚障害者の周知（ドライバーや他の歩行者などへの注意喚起）
歩行に必要な情報の収集（段差や歩道の切れ目などのランドマーク）
安全確保（前方の障害物や危険の防御）

　人は、生きていくための情報を視覚、聴覚、　嗅覚　触覚、味覚の五感で取り入れますが、視覚に障害があると情報
の８０％を失ってしまうと言われています。第二静光園では、視覚障害のある方々の日常生活が少しでも豊かになるよ
うに、視覚以外で残された感覚がフルに活用されるように配慮することを心がけています。 

　第二静光園での支援を紹介させて頂きます。
　
 聴覚：声をかけるときには、いきなり声をかけるのではなく、正面から「○○さん、○○です。」と、その人の名前を
呼んでから、自分の名前を言います。そしてその後から要件を ハッキリとした声でゆっくり話すようにしています。

触覚：ご利用者は、触れることによって物の形や位置を確認されています。また、ほほやおでこに受ける空気の圧力
の違いによって、 曲がり角や部屋の広さなどを覚知できる方もいらっしゃいます。白杖の触れた感じや足の裏の感じか
ら、床の状態 や道路の様子を判断されています。第二静光園では触覚によって環境が理解できるよう、点字ブロック
や点字テープが要所要所に設置されています。

丁寧な説明：食べることはとても楽しみです。何が何処にあるか分かりにくいので、丁寧に説明をします。主食は左
手前　汁は右側手前、副菜はその上と基本的に食器は同じ配置にしています。「左手手前にはご
飯です。右側にはお味噌汁があります。」「中身は大根、人参・・・」食材等の説明も詳しくお知
らせします。熱い食べ物には「熱いので気を付けてください。」とお伝えします。

　第二静光園は、静かな環境のなか、ふれあいを大切にし、障がいのある高齢者の方々が健康で
安心して生活していただけるよう努めております。

視覚に障がいがある方への支援

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　すべての感染症には、「感染源」

以
。できれば介護する方も予防接種を受けておくとイザという時助かります。

さい。

。
  

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

障害者支援施設　

浜松協働学舎根洗寮
寮長　高木誠一　
☎ 053-430-0596

養護盲老人ホーム　
第二静光園
園長　佐藤三四二　
☎ 053-428-3128

グループホーム

こもれび
寮長　犬塚　淳　

☎ 053-439-6800

相談支援事業所

ま　ど
所長　高木誠一　
☎ 053-570-1312

グループホーム　

ラポール根洗
寮長　深見　誠　
☎ 053-420-1325

特別養護老人ホーム　
第三静光園
園長　栗本昌紀　
☎ 053-437-8288

生活介護　

青葉の家
所長　犬塚　淳　

☎ 053-570-1700

グループホーム　
すてっぷ・ほっぷ
寮長　大橋正季　

☎ 053-570-1702

グループホーム　

ぱれっと
寮長　高木誠一　
☎ 053-420-0250

〒 433-8108 　浜松市北区根洗町 681-5
TEL(053)437-8289　　FAX(053)430-0819　　E メール info@hikarinosono.or.jp

理事長　川島順三
法人本部　事務局長　太田敏明社会福祉法人ひかりの園の概要

小規模多機能型居宅介護事業
なごみの家
管理者　鈴木佐知子　
☎ 053-445-1753

子ども発達センター

たっく
園長　松本知子　
☎ 053-485-6122 

生活介護　

工房めい
　所長　鈴木秀明　
☎ 053-430-4710

生活介護　

工房ゆう
　所長　鈴木秀明　
☎ 053-570-1310

生活介護　

根洗作業所
所長　深見　誠　
☎ 053-436-5529

ひかりの園ホームページ

http://www.hikarinosono.or.jp/

手作り陶器・手作りクッキー
焼きたてパンのお店　

しまうま倶楽部

第二青葉の家併設店舗
三方原霊園バス停の東側です。

☎ 053-439-8235

特別養護老人ホーム　
静光園
園長　山中康義　
☎ 053-445-1300
児童発達支援センター

浜松市根洗学園
園長　松本知子　
☎ 053-436-9318

編集後記

吉田時成

普段のご利用者支援とは、まったくタイプの違う編集委員の仕事。
法人内のいろんな施設から職員が集まり、「あんなイベントを紙面に載せよう」「えっそんな楽しそうな
ことしてるんだ！」と、刺激や新しい発見の連続でワクワクします。

グループホーム　

コムニオ湖東
寮長　鈴木秀明　
☎ 053-485-4600

支援のワンポイント


